
に
な
る
が
、
本
市
の
取
り
組

み
状
況
を
聞
き
た
い
。

社
会
教
育
部
長

現
在
は
、

教
育
委
員
会
内
部
に
お
い
て

全
国
で
の
取
り
組
み
状
況
や

内
容
の
調
査
・
研
究
等
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
県
の
取

組
方
針
の
内
容
を
詳
細
に
検

討
し
て
庁
内
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
推
進
計
画
の
策
定
に

努
力
し
た
い
。

議
員

計
画
策
定
の
組
織
に

は
、
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
現
場
に
近
い
方
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
を
取
り
入
れ
る
考
え
が
あ

る
の
か
も
聞
き
た
い
。

社
会
教
育
部
長

計
画
策
定

の
組
織
に
つ
い
て
は
、
検
討

中
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
学
校
現
場
の
教
師
等
を
入

れ
る
こ
と
や
、
素
案
が
で
き

第１４１号 ひらつか議会だより 平成１６年 （２００４年）１月３１日 （８）

議
員

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
は
「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
」
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

多
様
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
策
定
中
の
第

三
次
実
施
計
画
に
そ
の
設
立
・

運
営
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

教
育
長
・
社
会
教
育
部
長

国
は
平
成
十
二
年
に
策
定
し

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
中

で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
全
国
展
開
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
地
域

の
方
々
が
主
役
と
な
っ
て
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ク
ラ

ブ
を
自
ら
創
設
し
、
運
営
・

管
理
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
種
目

を
多
く
の
人
た
ち
が
、
そ
の

年
齢
・
趣
味
・
関
心
・
体
力

や
技
術
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ラ

ブ
の
創
設
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お

け
る
住
民
意
識
や
連
帯
感
の

を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
平
成
十
六
年

一
月
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。
県
の
方
針
案
を
受
け
て

市
町
村
も
子
供
の
読
書
活
動

推
進
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今

年
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
発
祥

の
地
で
あ
る
ギ

リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
暑
い
夏
に
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の

と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

最
近
、
子
供
た
ち
が
学
校

や
家
庭
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
オ
ー
プ
ン
な
一
面
を
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
監
督
・

コ
ー
チ
に
対
し
て
見
せ
て
い

る
と
こ
ろ
を
目
に
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
目
標
に
向
か
っ
て

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
指
導
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
目

標
に
向
か
っ
て
、
分
か
り
や

す
い
言
葉
と
熱
い
思
い
で
、

市
民
の
方
々
に
安
心
と
安
全

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
　
　
渡
辺
敏
光

t
橋
紀
英
　
府
川
正
明

鈴
木
晴
男

議
　
長
　
　
陶
山
豊
彦

副
議
長
　
　
後
藤
輝
彦

☆
　
事
務
担
当
は
、
議
会
事

務
局
議
事
課
調
査
担
当
、
電

話
二
三
―
一
一
一
一
（
内
線

二
三
六
七
）
で
す
。

議
員

少
人
数
学
級
が
な
か

な
か
実
現
し
な
い
中
で
、
現

在
実
施
し
て
い
る
学
習
支
援

補
助
員
の
派
遣
は
学
校
の
現

場
か
ら
好
評
で
あ
る
が
、
こ

の
事
業
は
国
の
緊
急
地
域
雇

用
創
出
特
別
対
策
事
業
の
一

環
で
あ
り
、
十
六
年
度
で
終

了
と
な
る
。
学
習
支
援
補
助

員
の
派
遣
に
つ
い
て
今
後
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

学
校
教
育
部
長

国
の
事
業

継
続
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

国
の
事
業
終
了
後
は
、
第
三

次
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
て
、

市
単
独
の
新
た
な
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、
補
助
員
の
派

遣
期
間
は
、
五
月
か
ら
翌
年

二
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

四
月
当
初
か
ら
の
派
遣
、
ま

た
、
次
年
度
へ
の
継
続
派
遣

議
員

平
成
十
四
年
八
月
に

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

に
関
す
る
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
神
奈
川
県

で
は
「
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
に
か
か
る
取
組
方
針
・
案
」

編 集 後 記

◇湘南ケーブルネットワーク（ＳＣＮ）で定例会
本会議の模様をテレビ放映しています。

※生中継は午前１０時（予定）から２チャンネルで、
録画放映は当日の午後７時（予定）から９チャン
ネルでご覧ください。

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

新
学
期
開

始
後
、
課
題
が
明
確
に
な
っ

て
か
ら
各
学
校
の
要
望
に
合

わ
せ
た
配
置
を
し
た
い
た
め
、

ま
た
、
雇
用
日
数
に
限
度
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
派

遣
期
間
と
し
て
い
る
。
次
年

度
へ
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
事
業
で
あ
る
た
め
、

実
施
要
領
に
定
め
ら
れ
た
雇

用
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
な
お
、
市
単
独
事
業
と

な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
制

約
が
順
次
解
消
で
き
、
各
校

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助
員

を
期
間
の
制
限
も
な
く
派
遣

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

※印刷不良はお取り替えします。議会事務局までご連絡ください。

図書室で読書する子供たち（岡崎小学校）

高
揚
、
世
代
間
の
交
流
、
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
地
域

住
民
の
健
康
・
体
力
の
保
持

増
進
、
地
域
の
教
育
力
の
回

復
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

議
員

本
市
で
は
「
中
学
校

部
活
動
の
あ
り
方
検
討
会
」

で
五
年
間
に
わ
た
る
研
究
の

蓄
積
が
あ
る
。
先
般
、
報
告

書
が
発
表
さ
れ
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
導
入

・2月23日（月） 定例会本会議（提案説明）
・3月 3 日（水） 定例会本会議（代表・総括質問）
～ 8 日（月）

・3月 9 日（火） 総務経済・都市建設常任委員会
～10日（水）

・3月11日（木） 教育民生・環境厚生常任委員会
～12日（金）

・3月19日（金） 定例会本会議　最終日

子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
策
定
へ
の
取
り
組
み
聞
く

次回定例会のお知らせ

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
開
始

に
は
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
思

う
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

教
育
長

本
市
で
は
、
地
区

ご
と
に
体
育
振
興
会
、
体
育

指
導
委
員
が
一
体
と
な
っ
て

活
動
し
て
お
り
、
体
育
協
会

や
他
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連

携
も
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
団

体
や
学
校
の
運
動
部
活
動
も

視
野
に
入
れ
た
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
を

地
域
の
方
々
の
自
発
的
な
取

り
組
み
で
創
設
・
運
営
が
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
で
は
改
訂
基
本
計
画
第
三

次
実
施
計
画
の
中
に
「
総
合

議
員

本
市
で
は
今
年
度
か

ら
小
学
校
四
校
、
中
学
校
三

校
で
二
学
期
制
の
試
行
を
実

施
し
、
十
七
年
度
か
ら
全
面

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
試

行
校
で
の
取
り
組
み
か
ら
ど

の
よ
う
な
成
果
・
課
題
が
見

え
て
き
た
の
か
聞
き
た
い
。

教
育
長

教
育
課
程
編
成
に

お
い
て
授
業
時
間
数
の
増
加

な
ど
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

教
師
か
ら
は
、
繰
り
返
し
学

習
の
定
着
が
図
ら
れ
た
と
い

う
声
も
あ
る
。
保
護
者
・
子

供
か
ら
は
秋
休
み
の
必
要
性

を
主
張
す
る
意
見
が
多
か
っ

た
。
課
題
は
、
保
護
者
や
地

域
の
理
解
の
た
め
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

議
員

十
六
年
度
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長

現
在
、
各
校
で
二

学
期
制
の
試
行
ま
た
は
三
学

期
制
で
研
究
を
行
う
の
か
検

討
中
で
あ
る
。
今
年
度
の
試

行
校
の
研
究
成
果
を
生
か
し

て
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
手

立
て
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地域の方が指導する旭陵中学校バスケットボール部の練習

た
段
階
で
市
民
の
声
を
聞
く

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

議
員

県
の
取
組
方
針
案
で

は
、
学
校
に
お
け
る
地
域
と

連
携
し
た
読
書
活
動
の
推
進

を
奨
励
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
学
校
の
図
書
室
と
公
共

図
書
館
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
部
長

中
央
図
書

館
と
の
相
互
協
力
事
業
と
し

て
、
①
年
二
回
の
連
絡
会
議
、

②
学
校
の
要
請
に
よ
る
図
書

館
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
、
③

小
学
生
に
よ
る
一
日
図
書
館

員
、
④
中
学
生
の
職
業
体
験

や
見
学
の
受
け
入
れ
、
⑤
学

校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
へ
の
講
師
派
遣
、
⑥
図
書

の
配
架
等
に
つ
い
て
、
学
校

の
図
書
室
の
改
造
の
相
談
な

ど
の
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
図
書
室
へ
の

本
の
寄
贈
も
行
っ
て
い
る
。

総

合

型

地

域�
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

創
設
の
考
え
尋
ね
る�

小中学校の小中学校の�
学習支援補助員学習支援補助員�
小中学校の�
学習支援補助員�
今後も派遣事業継続へ�

学
校
２
学
期
制

試
行
か
ら
見
え
た
成
果
と
課
題

議
員

平
成
十
四
年
度
の
統

計
に
よ
る
と
本
市
の
公
立
幼

稚
園
五
園
、
私
立
幼
稚
園
二

三
園
の
三
歳
児
の
割
合
は
一

六
・
五
％
で
あ
り
、
今
後
も

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

市
は
私
立
幼
稚
園
に
通
う
四

歳
児
お
よ
び
五
歳
児
の
保
護

者
全
員
に
就
園
費
補
助
金
を

支
出
し
て
い
る
が
、
三
歳
児

に
つ
い
て
は
補
助
し
て
い
な

い
。
何
ら
か
の
行
政
支
援
が

必
要
と
思
う
が
、
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長

私
立
幼
稚

園
等
就
園
費
補
助
事
業
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
の
開
始
当

初
、
五
歳
児
の
み
が
対
象
で

あ
っ
た
が
、
平
成
八
年
度
か

ら
四
歳
児
に
つ
い
て
も
対
象

と
し
た
。
国
も
三
歳
児
か
ら

の
保
育
を
推
進
し
て
お
り
、

三
歳
児
か
ら
の
幼
稚
園
教
育

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
保
護

者
も
増
え
て
い
る
。
三
歳
児

の
保
護
者
は
若
年
層
が
多
く
、

経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
補
助
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

私
立
幼
稚
園

就
園
費
補
助
の
対
象

３
歳
児
含
め
た
検
討
を

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支

援
事
業
」
と
位
置
づ
け
て
推

進
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

港
地
区
で
モ
デ
ル
実
施

18
年
度
に
活
動
開
始

議
員

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
に
向
け
た

具
体
的
な
予
定
を
聞
き
た
い
。

教
育
長

港
地
区
を
モ
デ
ル

実
施
地
区
と
し
て
予
定
し
て

お
り
、
十
六
年
度
・
十
七
年

度
の
二
か
年
で
ク
ラ
ブ
を
創

設
し
、
十
八
年
度
か
ら
活
動

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
十
六
年
度
は
地

区
の
現
状
の
把
握
、
情
報
提

供
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。


	141-1
	141-2
	141-3
	141-4
	141-5
	141-6
	141-7

